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属 フレームが微妙に変形す る,ポ ロシテ ィや ク
ラックといった溶接欠陥が生 じやすいなどの問題
点も指摘 されている。そこで今回精確 なレーザー









実験方法 は,純 チ タン板 を10×30×3mmに切
断し,接合部の形態が垂直なままのもの をバ ット
ジョイン ト,片側 の垂直な断面の厚 さの1mmで
45°にベベル を付与 したもの を上ベベル,逆 さま
に して下1mmにベベル を付与 したものを下ベベル,
断面の上下1mmずつに45°のベベル を付与 した も
のを上下ベベルとし,処理 した試料の断端同士を
溶接するために,溶 接用ブロックを製作 した.つ




加 した2波 形で照射 し,実体顕微鏡を用い試料の





波形 を照射 した試料の方が小 さかった.原 因とし
ては,レ ーザー照射により瞬間的に溶けた金属の
急激な凝 固がい くらかでも抑 えられて緩やかに
なった為 と推察 され る。
変形量の小さい開先形態の試料断面 を観察する
と,レ ーザー照射による溶融池が上部から底部ま
で貫通 していたのに対 し,他の試料では溶融池が
底部まで達 していなかった。
このことは,レ ーザー照射により接合面の上部
だけが溶けた場合,そ の部分だけが凝固収縮によ
り接合部にひかれ るため,変形角度が大 きくなり,
底部まで溶けた場合には凝固収縮で水平的に引か
れる形になり,変形角度は比較的に小 さくなった
と考えられる。
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